2019年度事業計画書

2019年6月1日から2020年5月31日まで
特定非営利活動法人ＹＣスタジオ

1 事業実施の方針
白潟本町から天神ロータリーに事務所移転後、1年3か月後の2019年4月に改修工事がほぼ完了。助成金についても、日本郵便の年賀寄付金配分事業と独立行政法人福祉医療機構の社会福祉振興事業が採択され、2019年度は、本来のYCスタジオの事業展開が実施可能となった。
２　非営利事業
[居場所]：松江市若者支援対策事業（2019年6月～2020年5月）
　　　　土日祭日を除く毎日11:00から17:00まで、新YCスタジオ2F　畳の小上がり。
　　　　誰も排除しない・されない、障がいがあってもなくても、ありのままでOKの居場所。何もしなくてもOK、昼寝もOK。おしゃべり、手仕事など、好きなことをして、ゆったり過ごす。

[相談]：松江市若者支援対策事業（2019年6月～2020年5月）

　　①親の会　毎月第4日曜日　14：00～17：00　新YCスタジオ2F
　　　　10代から40代までの悩みごとを、体験者同士話し合い、学び合います。

　　②個人相談　毎週水曜日　14：00～17:00　

いじめや暴力等子どもの人権にかんする相談も受けます。　

[農と食]：年賀寄付金配分事業“サポートファーム＆シェアキッチン事業”（2019年6月～2020年5月）　

①農業とこだわり野菜市（心身の回復）

a)農業　　週2回　　大根島・大東の農園　　農作業の手伝い

　　　　アドバイザー　1人、ボランティア1人

　b）こだわり野菜市　週4回　YCスタジオ玄関前　

有機野菜・加工品（焼き芋・黒ニンニク）の販売

　　　　サポートスタッフ　1人

②エコカフェの運営（食の自律と仕事づくり）

a)メニュー開発　週2回　YCスタジオ“シェアキッチン”

　ランチメニュー、加工食品の開発

　　　アドバイザー　1人、ボランティア1人

b）Caféの営業　　週4回　YCスタジオ“Café　sou”　

　　ランチ・スィーツ・ドリンク類

サポートスタッフ2人

c）食の自律・調理実習　週4回　YCスタジオ“シェアキッチン”

　食べたいものを、美味しく楽しく、みんなで作って一緒に食べる。

農薬や化学肥料を出来るだけ減らした野菜や野草を中心に、ミネラルたっぷりのバランスの取れた食事で、身体の元気を取り戻す。

（結果として、精神科の薬への依存度が減っていく。）

ボランティア　１人　

③多世代多文化交流食堂（交流と支え合い）事業を実施する。　　　　　　　　
　　　a）多世代・多国籍交流食堂　月1回　YCスタジオ“Café　sou”

　子ども・お年寄り・外国ルーツの人等

サポートスタッフ　1人、ボランティア2人

b）異文化交流教室　　月1回　YCスタジオ“シェアキッチン”　

世界・島根の家庭料理と会話教室

アドバイザー　1人、ボランティア4人
［連携と交流］：（独）福祉医療機構　社会福祉振興事業（2019年6月～2020年5月）
①居場所の連携と地域交流　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　島根県内の子ども若者の居場所を応援するネットワークを拡げ、地域の多様な団体・住民との出会いの場を創りだす。　

a）居場所応援ネットワークの拡大世話人会の開催
　　　　島根子ども若者の居場所応援ネットワークの県内各事務所
　　　　b）子ども若者の居場所アート交流　
　　　　　　　芸術表現・創作活動　アートCafé、ワークショップの開催

　　　　　　　週２回程度、　YCスタジオ　1F、3F　　

　　　　　　　音楽、演劇、ITデザイン、イラスト、カード、DIY、手芸布製品製作等
　　　　c）ひきこもり親の会、多様な団体・地域住民との交流サロンの開催　
　　　　　　　YCスタジオ、各地の会
　　　　d）ありのままでいられる居場所　　　　　　　

　
　②　講演会・学習会の開催　　

　　　専門家（当事者）による連続講演会を開催し、市民の理解と共感を深める。

　　　専門家と民間団体が立場を超えて信頼関係を深め、緊急対応も可能な連携を深める。
　　第1回講演会　8月3日（土)　14:00～17:00　　講師：林輝男（西川病院　精神科医）

「本人中心の医療福祉とは～精神薬理学と処方薬/個別就労支援からの学び」

第2回講演会　　9月7日（土)　 14:00～17:00 　対談

　　　「当事者vs支援者　～服従か反抗か、それとも・・・～」

演者：目次孝之（松江障がい者就業・支援センター　ぷらす　ピアスタッフ）、

足立孝子（島根大学人間科学部　精神保健福祉士）
山﨑　亮（島根大学人間科学部　宗教学者）　

第3回学習会　　10月27日（日）14:00～17:00 
　「当事者が創める学び～リカバリーカレッジって」

講師：リカバリーカレッジOKAYAMAの皆さん
坂本明子（久留米大学精神保健福祉士）　　　　　　　　　　　

　　第4回講演会　　11月23日(土)　13:30～16:30

　　　　「発達障がいの理解、相模原・川崎の殺傷事件について」

講師：高岡　健（発達精神医学研究所所長　精神科医）　　　　

　　　　　　　 

第5回講演会　　12月1日（日）　13:30～16:30　　対談

　　　　　「依存症について」

演者：千坂雅浩（鳥取ダルク、施設長）、
原　敬（松江保護観察所　精神保健福祉士）　　　　　　　

第6回学習会　1月26日（日）14:00～17:00　
　　　　　「生き辛さからの当事者研究会」　
　講師：山下耕平（元不登校新聞編集長）　大阪「なるにわ」のみなさん

　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　その他　YC事業

[シェアスペース、シェアキッチン事業]

　ミニギャラリー、ミニライブ、ワークショップ、キッチンスタジオ、研修会

　
［イベント、お祭り］

松江市、地域のイベントへの参加

おかげ天神市、天神祭への出店
2 事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に関わる事業

	事業名
	　事業内容
	実施

日時
	実施
場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額（円）
（助成・

委託金額）

	
	助成・委託事業
	内容
	
	
	
	
	

	非営利事業

オルタナティブな学びの場の

研究・啓発・実践事業


	松江市若者支援対策事業
	居場所事業
相談事業

　親の会他
	６月～５月
９月～

５月
	YCスタジオ
	３人


	10代～40代

延1000人

保護者

延50人
	2,460,708

（2,000,000）

	
	年賀寄付金配分事業
“サポートファーム＆シェアキッチン”
	農業とこだわり野菜市

	６月～３月

	YCスタジオ
大東・大根島・黒田町
	３人

	10代～40代
延　250人
	　　4,052,960　　

(2,694,000)


	
	
	エコカフェの運営
	６月～３月

	YCスタジオ

キッチンsou
	５人


	10代～40代

延　500人

	

	
	
	多世代・多文化交流食堂
	６月～３月
	YCスタジオ

キッチンsou
	２人

ボラ５人
	0歳～80代
延　200人
	

	
	WAM

社会福祉振興助成事業


	居場所連携と地域交流
・居場所応援ネットワーク世話人会
・アート交流

・ひきこもりの会等・地域との交流
・ネットワーク参加者居場所

	６月～３月
	YCスタジオ

1F・3F

出雲・大田・浜田・益田・隠岐の島の居場所事務所


	5人
	・世話人
延　30人

・10～40代　延300人

・保護者

地域関係者

延120人

・10～40代　延300人

	3,640,707
（3,495,681）



	
	
	講演会・学習会の開催


	６月～３月
	松江市

市民活動センター

201・201

研修室

YCスタジオ


	5人

ボラ

10人
	関係者
一般

延　300人
	

	
	その他

YC事業
	シェアスペース、シェアキッチン事業
イベント、お祭り
その他
	６月～５月
	YCスタジオ

1F・2F

天神ロータリ－他
	3人

3人
	一般
延50団体

一般

延200人
	  1,103,068

	
	計
	11,257,443


（2）その他の事業

　　実施無し

